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従来から，ＦＡＸは手書き原稿を簡便に相手に送ることが可能なことから，広く業

務一般で利用されてきている．また，ＩＰ網（インターネット／イントラネット）の

ブロードバンド化によって大量のデータを短時間で伝送することが容易となってきて

いる．そのため，ＩＰ網を利用するインターネットＦＡＸシステムを導入することで，

以下のメリットが得られる． 

(1) 導入コスト削減 

(2) 通信コスト削減 

(3) 運用・保守コスト削減 

(4) 業務の効率化 

 

インターネットＦＡＸシステムは，汎用機器を使用するため，二重化構成が容易で

可用性の向上が可能である．また，音声ＩＰ化が行われた場合においても，ＦＡＸと

しての通信品質の確保が容易である．したがって，以下のような用途への適用が有効

である． 

(1) 防災同報ＦＡＸ網 

(2) 音声ＩＰ化（ＶｏＩＰ化）時のＦＡＸ通信品質向上 

(3) 緊急連絡網としてのＦＡＸ同報配信 

(4) 回覧板としてのＦＡＸ同報配信 

坂 部 賢 一 
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１．はじめに 
 １．１ 当社概要  

最先端のＩＰ／モバイルネットワークシステムの開発ノウハウと，関西／中部地区を中

心に進めてきた企業や自治体向けのソリューション業務の経験を活かして，ユビキタス社

会の実現に向けて活動を推進している． 

① ソリューション業務 

長年培った情報通信システムの開発技術をベースに，コンサルティングから設計，構

築，運用，及びユーザーアプリケーション開発も含めてお客様のニーズに応えるトータ

ルソリューションを提供している． 

② ＩＰ電話サービスソフトウェア及びアプリケーションシステム／ミドルウェア開発 

キャリアやＩＳＰでＩＰ電話サービスを実現する高信頼サーバソフトウェア，パソコ

ンやＰＤＡ搭載用ＩＰ電話ソフトウェア及びネットワークの効率的な運用のためのネッ

トワークマネジメントシステム，及びＪａｖａアプリシステムなどの効率的な開発を実

現する通信用ミドルウェアの開発を進めている． 

③ ＩＰ／モバイルネットワークシステムの開発 

Ｗ－ＣＤＭＡ（ＦＯＭＡ）方式及び次世代モバイルネットワークシステム，ブロード

バンドインターネット通信に対応する超高速，大容量かつ豊富なサービスに対応する各

種ＩＰシステム，及び各種モバイル端末のソフトウェアの開発及びハードウェアの設計

に取り組んでいる． 

 

２．従来のファクシミリの課題 
 ２．１ 業務で使用する際の課題  

従来から，ファクシミリ（以下「ＦＡＸ」）は，手書き，印刷物，写真などの原稿を郵

送などの手段よりも短時間に，かつ簡便な操作で相手に送ることができるため，広く業務

一般に用いられている．例えば，自治体（県・市），電力事業者などにおける防災連絡網

としてのＦＡＸ同報配信，企業内における手書き伝票類の送付，あるいは，一般顧客への

宣伝媒体としての利用などがある．この分野の利用は，Ｅメール化，電子化がしにくい面

があるため，今後も継続してＦＡＸが利用されると思われる．しかしながら，従来のＦＡ

Ｘ同報配信は，業務で使用する場合に解決すべき課題が３つある． 

 

(1) 通信時間の短縮 

まず，最初の課題は通信時間の短縮である．ＩＰ網（ＬＡＮ）の回線速度にくらべて，

従来のＦＡＸは回線速度が遅いため（註１を参照），大量の原稿を送信する場合に通信

時間が長くなり通信コストが大きくなる．したがって，通信コストの削減には通信時間

の短縮が不可欠である．また，多地点にＦＡＸ同報配信を行う場合は，配信先の数に比

例して更に通信コストが大きくなるため，通信コストを削減するためには，通信時間の

短縮が必須となる． 
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(2) 配信状態のリアルタイム把握 

つぎの課題は，多地点にＦＡＸ同報配信を行う場合，リアルタイムに状況を確認する

ことが困難なことである．従来のＧ３ＦＡＸ端末でＦＡＸ同報配信を行う場合，ＦＡＸ

端末自体の同報配信機能を用いて行うか，ＦＡＸ蓄積交換機を導入して行う．しかしな

がら，これらの場合，通常は配信完了後に通信管理記録を出力して配信先ごとの状態を

確認することになるため，配信途中でリアルタイムに状況を確認することはほとんどの

場合できない． 

 

(3) 可用性向上 

最後の課題は可用性の向上である．これは，電話網上でＦＡＸ同報配信を行う場合，

及びＦＡＸ蓄積交換機を導入してＦＡＸ同報配信を行う場合のどちらにも共通する問題

である．この場合，電話交換機またはＦＡＸ蓄積交換機を中心にスター型のネットワー

クを形成するため，中心となる交換機が故障した場合，あるいは交換機を設置した建物

が地震，風水害，火災などで被災した場合，ネットワーク全体が使用不能となる．自治

体（県・市），電力事業者などにおける防災連絡網としてＦＡＸ同報配信を利用する場

合は，致命的な欠点となる． 

 

 

図１ 従来のＦＡＸ同報配信の欠点 

 

３．インターネットＦＡＸシステム 
 ３．１ ＩＰ網上でＦＡＸを送信する方法  

インターネット／イントラネットがブロードバンド化してきているため，ＩＰ網上でＦ

ＡＸを送信することができれば，大量の原稿を短時間で送ることが可能となり，通信コス

トの削減が可能となる． 

ＩＰ網上でＦＡＸを送信する方法には，見なし音声方式，ＩＴＵ－Ｔ．３７方式（メー

ルベース型），及びＩＴＵ－Ｔ．３８方式（リアルタイム型）の三つ（註２を参照）があ

る．また，ＩＴＵ－Ｔ．３７方式（メールベース型）の場合は，ＦＡＸを受信する側で使

用するプロトコルとして，ＳＭＴＰプロトコルとＰＯＰプロトコルの二通りがある．（註

３を参照） 

Ｇ３ＦＡＸ Ｇ３ＦＡＸ 

電話交換機 
または 

ＦＡＸ蓄積交換機 

Ｇ３ＦＡＸ 
Ｇ３ＦＡＸ 

故障あるいは 

被災した場合 

Ｇ３ＦＡＸ Ｇ３ＦＡＸ 

Ｇ３ＦＡＸ 
Ｇ３ＦＡＸ 

電話交換機 
または 

ＦＡＸ蓄積交換機 

故障 

ＦＡＸ配信不能 
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 ３．２ インターネットＦＡＸシステムの必要性  
しかしながら，インターネットＦＡＸ端末と既存のＥメールサーバ上のメーリングリス

トを組み合わせてＦＡＸ同報配信をおこなう場合，従来のＧ３ＦＡＸとの接続性の確保が

問題となる．なぜならば，インターネットＦＡＸ端末と従来のＧ３ＦＡＸ端末とは通信の

方式が異なり，そのままではお互いに通信できないからである．したがって，ＩＰ化され

ていない拠点あてにＦＡＸ同報配信をおこなう場合は，インターネットＦＡＸから従来の

Ｇ３ＦＡＸへのＦＡＸデータ変換と配信をおこなう機能が必須となる． 

そのため，インターネットＦＡＸ端末の特徴である大量の原稿を短時間で送ること，多

地点へのＦＡＸ同報配信を短時間に完了すること，及び同報配信の状況をリアルタイムに

把握することができ，かつ従来のＧ３ＦＡＸへのＦＡＸ同報配信も可能なインターネット

ＦＡＸシステムが必要とされる． 

 

 ３．３ インターネットＦＡＸシステム開発における要件とその方式  
インターネットＦＡＸシステムを開発するにあたり，従来のＦＡＸ同報配信における３

つの課題解決と，インターネットＦＡＸから従来のＧ３ＦＡＸへのＦＡＸデータ変換と配

信をおこなう機能の，あわせて四つの要件を解決するため以下のような方式とした． 

 

(1) 通信時間の短縮 

同時に多数のインターネットＦＡＸ端末への配信を行うため，ＩＴＵ－Ｔ．３７（メ

ールベース型）のインターネットＦＡＸ端末を採用し，かつ受信側への即時配信をおこ

なうためＳＭＴＰプロトコルを用いてサーバからインターネットＦＡＸ端末に直接配信

する方式とした． 

 

(2) 配信状態のリアルタイム把握 

インターネットＦＡＸサーバとインターネットＦＡＸ端末間で送受信される，すべて

のＦＡＸの配信状況を管理サーバで記録管理し，Ｗｅｂブラウザから管理サーバにアク

セスし，配信状況を容易にＧＵＩで参照できる方式とした． 

 

(3) 可用性向上 

防災用のＦＡＸ同報システムには，災害時においても同報配信が可能なことが求めら

れるため，インターネットＦＡＸサーバ間での連携による冗長化，地理的に離れた二拠

点間の二重化を可能とする負荷分散装置（グローバルサーバ・ロードバランシング）を

用いて可用性の向上をはかる方式とした． 

 

(4) Ｇ３ＦＡＸへの配信 

配信先にＧ３ＦＡＸが混在する場面が予想されることから，インターネットＦＡＸシ

ステムからＧ３ＦＡＸへの配信を行うゲートウェイ装置を使用する方式とした． 

なお，このＧ３ＦＡＸへのゲートウェイ装置をもつインターネットＦＡＸシステムは

他社に例がなく，本システムの特徴であり，他社差別化のポイントとなっている． 

 



- 6 - 

 ３．４ インターネットＦＡＸシステムの構成概要  
つぎに，上記３．３の要件を満たす，インターネットＦＡＸシステムの構成概要を図２

～図６に示す． 

 

図２は，インターネットＦＡＸシステムの基本構成を示している．インターネットＦＡ

Ｘサーバ１台で，複数台のインターネットＦＡＸ端末を収容する．送信側で宛先を指定し

てＦＡＸデータをサーバに送信すると，サーバは宛先に対応するインターネットＦＡＸ端

末にＦＡＸデータを配信する． 

 

 

図２ インターネットＦＡＸサーバ１台の構成（基本構成） 

 

図３は，複数の拠点にインターネットＦＡＸ端末が配置され，かつ端末の台数が多い場

合に最適な構成を示している．拠点ごとにインターネットＦＡＸサーバを設置し，送受信

されるＦＡＸデータは各拠点のインターネットＦＡＸサーバ間を経由して転送する．１台

ですべてのインターネットＦＡＸ端末を収容する場合にくらべてサーバ単体の負荷を軽減

することができるため，特定拠点でのＦＡＸ送受信量が増えた場合でも，システム全体へ

の影響は軽減される．また，インターネットＦＡＸサーバ１台が障害となった場合におい

ても，システム全体としては運用を継続できるため，可用性が高くなる． 

 

 

図３ インターネットＦＡＸサーバ複数台の構成 
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図４は，二拠点に設置したインターネットＦＡＸサーバ間を負荷分散装置（グローバル

サーバ・ロードバランシング）を用いて二重化構成とする場合の構成を示している．それ

ぞれの負荷分散装置はインターネットＦＡＸサーバの稼動状況を監視している．インター

ネットＦＡＸ端末からのＤＮＳ問合せに対し，稼動している，または最適なインターネッ

トＦＡＸサーバのＩＰアドレスを応答し，インターネットＦＡＸ端末がＦＡＸデータの送

信先を常に最適なインターネットＦＡＸサーバに導き，障害の回避，あるいは負荷分散を

行い，可用性を向上させる． 

 

 

図４ インターネットＦＡＸサーバ二重化の構成（負荷分散装置による二重化） 

 

図５は，Ｇ３ＦＡＸを収容する場合の構成を示している．Ｇ３ＦＡＸ宛にＦＡＸを送信

する場合は，ＦＡＸゲートウェイを経由することで，電話網に接続されている拠点や，顧

客向けのＦＡＸ配信が可能となる． 

 

 

図５ ＦＡＸゲートウェイによるＧ３ＦＡＸ収容構成 

 

図６は，送達確認の基本構成を示している．各インターネットＦＡＸサーバは，送受信

されるＦＡＸデータの配信状況を送達状況管理サーバに逐次通知し，ＦＡＸの配信状況を

データベースに記録管理する．ユーザーは，Ｗｅｂブラウザで送達状況管理サーバにアク

セスし，システム全体のＦＡＸ配信状況，及びＦＡＸ一通ごとの詳細な配信状況を確認す

ることができる． 

インターネットＦＡＸ 

Ｇ３ＦＡＸ 

インターネットＦＡＸサーバ 

インターネット 

または 

イントラネット 

ＦＡＸゲートウェイ 

インターネットＦＡＸサーバ 
インターネットＦＡＸ Ｇ３ＦＡＸ 

電話網 

インターネットＦＡＸサーバ 

インターネット 

または 

イントラネット 

インターネットＦＡＸサーバ 

インターネットＦＡＸ インターネットＦＡＸ 

負荷分散 

装置 
負荷分散 

装置 

負荷分散装置間で連携 

稼動しているサーバに接続 

ＤＮＳ問合せ／応答 
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図６ 送達確認の概念図 

 

 

４．インターネットＦＡＸシステムの適用事例 
 ４．１ 防災同報ＦＡＸ網への適用事例  

短時間でＦＡＸ同報配信ができ，二重化構成によって可用性を高めた，ＦＡＸ同報シス

テムが実現できる．Ａ４原稿１枚を１００箇所にＦＡＸ同報配信した場合を想定した場合

の，原稿読み込みから，全拠点で印刷出力完了するまでの所要時間の比較を以下に示す． 

 

表１ ＦＡＸ同報配信の所要時間の比較 

従来のＧ３ＦＡＸ 
１００～２００分 

（１箇所あたり約１～２分とした場合） 

インターネットＦＡＸ 
約５～１０分 

（全拠点がインターネットＦＡＸ端末の場合．） 

 

したがって，自治体（県・市），電力事業者などの，災害発生時の連絡手段として，防

災ＦＡＸ網を構築して運用しているユーザーに対し，ネットワークの二重化，及びインタ

ーネットＦＡＸサーバの二重化を行い，短時間での確実なＦＡＸ同報配信，及びシステム

の可用性を高めた，ＦＡＸ同報配信システムを提供できる．前述の図３と図４の構成を組

み合わせて，拠点ごとのサーバ分散配置と，拠点間での二重化運用を行う構成イメージを

図７に示す． 

 

インターネットＦＡＸサーバ 

インターネット 

または 

イントラネット 

インターネットＦＡＸサーバ 

インターネットＦＡＸ インターネットＦＡＸ 

送達状況管理サーバ 

送達状況を通知 送達状況を通知 

Ｗｅｂブラウザ 

送達状況確認 
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図７ 防災ＦＡＸ網の構成イメージ（主要拠点のみ二重化） 

 

 

 ４．２ 音声ＩＰ化（ＶｏＩＰ化）への適用事例  
音声ＩＰ化によって，従来のＧ３ＦＡＸによる通信ができなくなるユーザーに適したＦ

ＡＸ同報配信システムが提供できる． 

内線電話網をＩＰ化した場合に，従来のＧ３ＦＡＸを見なし音声としてＶｏＩＰ上を伝

送した場合，接続品質が悪く，ＦＡＸが送信できない，あるいは送信途中でエラーになる

現象が生じやすくなる．（註２を参照） 

このような場合は，音声ＩＰ化（ＶｏＩＰ化）の影響を受けない，インターネットＦＡ

Ｘシステムの導入によって問題解決する．なお，ＩＰ化されていない拠点がある場合には，

ＦＡＸゲートウェイを導入して既存のＧ３ＦＡＸを収容する構成とする．（図５の構成） 

 

 ４．３ 地域住民向けサービスへの適用事例  
ＦＡＸゲートウェイを中心としたシステム構成（図５）を適用して，一般家庭に普及し

ているＦＡＸへの同報配信をおこなう地域住民向けサービスを提供できる． 

たとえば，自治体（市・町・村）から住民への防災情報（避難勧告など）の伝達，生活

情報などの公報に利用できる．あるいは，農業組合，漁業組合から組合員への各種情報提

供に利用できる． 

更に，前述の防災同報ＦＡＸ網と同様に，インターネットＦＡＸサーバの二重化によっ

て可用性を高めることも容易に可能である． 

インターネットＦＡＸ インターネットＦＡＸ 

インターネットＦＡＸサーバ 

インターネット 

または 

イントラネット 

インターネットＦＡＸサーバ 

インターネットＦＡＸサーバ インターネットＦＡＸサーバ 
インターネットＦＡＸ インターネットＦＡＸ 

負荷分散 

装置 

負荷分散 

装置 
連携 
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５．むすび 
 ５．１ インターネットＦＡＸシステムの適用効果  

 

(1) 導入コスト削減 

従来のＦＡＸ蓄積交換機によるＦＡＸ同報配信システムに対し，導入コストが大幅に

削減される．ＦＡＸ端末が２００～３００台程度のＦＡＸ同報システムの導入コストで

比較した場合，ＦＡＸ蓄積交換機の場合が数億円かかるのに対し，前述のインターネッ

トＦＡＸシステムの場合は数千万円で導入ができる． 

また，インターネットＦＡＸサーバ自体は汎用のＵＮＩＸ（Ｓｏｌａｒｉｓあるいは

Ｌｉｎｕｘ）サーバを使用するため，ＥメールサーバとＷＷＷサーバの導入に必要なス

キルがあれば，容易にインターネットＦＡＸシステムの導入ができる． 

 

(2) 通信コスト削減 

インターネットＦＡＸ端末のみで構成されるインターネットＦＡＸシステムを既存の

ＩＰ網上に導入した場合，新たに発生する通信コストはゼロとなり，電話網にかかるコ

スト分の通信コストが削減できる． 

 

(3) 運用・保守コスト削減 

従来のＦＡＸ蓄積交換機によるＦＡＸ同報システムと比較した場合，汎用機器を使用

すること，及びサイズの小型化が可能となる．したがって，ＦＡＸ蓄積交換機では，１

９インチラックとして数台必要であったシステムの設置スペースが，インターネットＦ

ＡＸシステムでは，ラック１台での構成も可能であるため，スペースにかかるコストの

削減ができる．また，システム自体が汎用のサーバ機器で構成されるため，ハードウェ

ア保守にかかるコストも削減される． 

 

(4) 業務の効率化 

多地点に短時間でＦＡＸ同報配信がおこなえること，及び配信状況がＷｅｂブラウザ

でリアルタイムに参照できるため，従来は配信先に電話で確認していた配信状況の確認

が不要となり，確認作業に対する手間と時間が省けるため業務の効率化につながる． 

 

以上のように，インターネットＦＡＸシステムの導入を行うことで，従来のＦＡＸのも

つ問題点を解決するとともに，新たな機能をもつＦＡＸ配信が可能となる．また同時に，

導入コスト，運用・保守コストの削減もできるため，インターネットＦＡＸシステムの適

用効果は大きく，ユーザーに対するアピールポイントも高いといえる． 
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【註１】従来のＦＡＸの回線速度 

Ｇ３ＦＡＸ：9,600bps～14,400bps 

スーパーＧ３ＦＡＸ：9,600bps～33,600bps 

Ｇ４ＦＡＸ(ISDN)：64kbps(64,000bps) 

(参考)ＩＰ網(LAN)：10Mbps～1Gbps(10,000,000bps～1,000,000,000bps) 

 

 

【註２】ＩＰ網上でＦＡＸを送信する方法 

 

ＩＰ網上でＦＡＸを送信する方法としては，以下の三つの方式がある． 

① 見なし音声方式 

② ＩＴＵ－Ｔ．３８方式（リアルタイム型） 

③ ＩＴＵ－Ｔ．３７方式（メールベース型） 

 それぞれについて，方式の概要と問題点を以下に示す． 

 

a) 見なし音声方式 

電話網をＶｏＩＰ化している場合に，Ｇ３ＦＡＸ端末のモデム信号を音声データとみ

なしてＶｏＩＰ上に流す方式である．既存のＧ３ＦＡＸ端末をそのまま利用できる．た

だし，音声としてＩＰ網上に流すため，つぎのような問題がある． 

まず一つ目は，音声データをＩＰ網上に流す際の揺らぎが問題となる．通常の音声通

話では問題とならないが，モデム信号としては揺らぎが生じるとデータのエラーが発生

する．そのため，ＦＡＸ送信中にエラーが生じる，あるいはＦＡＸ送信の回線速度が遅

くなるなどの問題が発生する． 

つぎに二つ目は，ＩＰ網をながれるデータパケットが，網輻輳などで破棄された際に

生じる音切れが問題となる．通常の音声通話では気づかない程度の音切れでも，モデム

信号としてはデータが途絶えてしまうため通信エラーとなり，ＦＡＸ送信中にエラーが

生じる，あるいはＦＡＸ送信に失敗するなどの問題が発生する． 

 

b) ＩＴＵ－Ｔ．３７方式（メールベース型） 

ＦＡＸデータをＥメールの添付ファイルの形式で，相手に送る方式である．ＩＥＴＦ

が１９９８年３月にＲＦＣ２３０１～２３０６として標準化し，それをベースにＩＴＵ

－Ｔが１９９８年６月にＩＴＵ－Ｔ．３７として勧告化した．この方式は，インターネ

ット／イントラネット上に設置されているＥメールサーバを介してＦＡＸの送受信をお

こない，直接インターネットＦＡＸ端末間での通信は行わないことを特徴としている．

Ｅメールサーバを利用するため，メーリングリストを利用して同報配信を行うことがで

きる．ただし，送信先のインターネットＦＡＸ端末と直接通信しないため，受信側が許

容する範囲内の原稿サイズ，解像度，カラー／白黒モードでＦＡＸ送信することが必要

となる． 

この方式の場合，ＦＡＸデータの送信にはＳＭＴＰプロトコルを，ＦＡＸデータの受

信には，ＳＭＴＰプロトコルまたはＰＯＰプロトコルを使用する． 
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c) ＩＴＵ－Ｔ．３８方式（リアルタイム型） 

インターネットＦＡＸ端末同士をＴＣＰ／ＩＰで接続する方式で，「リアルタイム

型」と呼ばれる．ＩＴＵ－Ｔが１９９８年６月にＩＴＵ－Ｔ．３８として勧告化した． 

ＶｏＩＰと同様の呼制御をもちいて，送受信双方のインターネットＦＡＸ端末間を接

続し，双方で利用可能な用紙サイズ，解像度，カラー／白黒モードのネゴシエーション

をおこなって原稿送信を行うため，従来のＦＡＸの電話線を単にＬＡＮに置き換えたイ

メージとなる．ただし，多地点に同報配信する場合は，従来のＦＡＸと同様に一箇所ず

つ順次配信するため，前記のＩＴＵ－Ｔ．３７方式に対して時間が掛かる． 

 

【註３】ＦＡＸ受信側のプロトコル 

 

ＩＴＵ－Ｔ．３７方式（メールベース型）の場合，ＦＡＸデータを送信する側のプロト

コルとしてはＥメールと同じＳＭＴＰプロトコルを使用する． 

一方，ＦＡＸデータを受信する側のプロトコルとしては，ＳＭＴＰプロトコルの場合と，

ＰＯＰプロトコルの場合の二通りがあり，市販のインターネットＦＡＸ端末は，両方に対

応するものと，どちらか一方のみ対応するものがある． 

それぞれの特徴を以下に示す． 

 

a) ＳＭＴＰプロトコルの場合 

ＦＡＸデータを受信する側のプロトコルとして，ＳＭＴＰプロトコルを使用する場合

は，送信側インターネットＦＡＸ端末から直接，あるいはインターネットＦＡＸサーバ

を経由して，受信側インターネットＦＡＸ端末にＥメールを転送するのと同様にして，

ＦＡＸデータを転送する． 

この場合は，ＦＡＸデータの送信から受信までの時間が後述のＰＯＰプロトコルの場

合に対して短くなる．ただし，多地点にＦＡＸ同報配信する場合は，インターネットＦ

ＡＸサーバが複数のインターネットＦＡＸ端末と同時に通信する必要があるため，サー

バ自体の負荷が高くなる． 

 

b) ＰＯＰプロトコルの場合 

ＦＡＸデータを受信する側のプロトコルとしてＰＯＰプロトコルを使用する場合は，

受信側のインターネットＦＡＸ端末が１～５分程度の周期で，インターネットＦＡＸサ

ーバにＰＯＰプロトコルで接続し，ＦＡＸデータを取り出す． 

この場合は，受信側がインターネットＦＡＸサーバにＦＡＸデータを取り出しにいく

周期以下でのＦＡＸデータ配信は不可能であるため，即時性を求める場合には不向きで

ある．ただし，インターネットＦＡＸ端末の台数が多く，全インターネットＦＡＸ端末

宛にＦＡＸ同報配信するような場合は，前記のＳＭＴＰプロトコルの場合に対して，短

時間でＦＡＸ同報配信を完了できる場合がある．また，インターネットＦＡＸサーバが

同時に通信するインターネットＦＡＸ端末の数が，前記のＳＭＴＰプロトコルの場合に

対して少ないため，サーバ自体の負荷がＳＭＴＰプロトコルの場合に比べて低くなる． 


